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白岩焼の調査資料集成1

－紀年銘および製作者銘のある資料一

庄内昭男＊藤原尚彦*＊

1．はじめに

白岩焼は、江戸時代後半に旧角館Ill]白岩で操業

が開始され、以後県内のやきもの需要に応えるよ

うに|ﾘ｝治時代後半まで生産が続けられた。その白

岩焼の製品の内11点が工芸品として県指定有形文

化財となっている。

現在、白岩寺後地区と前郷地区の六カ所に窯跡

が確認されている。江戸時代後半から明治時代初

頭までに、寺後地区のイ窯（上窯あるいは儀三郎

窯ともいわれる）・ロ窯（下窯あるいは吉五郎窯

ともいわれる）の二窯で操業が行われ、生産の主

体となったものは、鶏・鉢や灯火具などの生活雑

器であったが、藩の保護を受けていたことから武

士階級の噌好品である茶道具なども生産してい

た。幕末には藩による保護体制がゆるむとともに

寺後地区に一カ所、前郷地区に三カ所の窯が新た

に築かれ、イ窯・ロ窯・ハ窯（勘左衛門窯）・二

窯（孫兵衛窯）・ホ窯（多一郎窯）・吉重郎窯の

六窯時代には年間数万個の製品が生産され、明治

期には秋田県全体のやきもの需要にこたえるまで

発股していった。

展示に関連して資料調査を進めているうちに、

製Ill'lの中に、製作者と製作年代が線書きされた資

料を見かけるようになった。窯跡の調査が行われ

ていない現状から、これらの資料で白岩焼の技術

的変遷を見通せる要素があると考え、ここに紹介

した。

2．資料について

以下、紀年銘の古い順序に紹介していく。

ｴ)仏花瓶

く成形・内外血処理＞口縁部が欠損している。少

し肩が張る体部に、太い筒状で口が開く口頚部が

のっている。体部と口頚部の高さの比率はほぼ一

対一である。頚部の下位には、左右対称に耳が付

＊＊掌秋山県立|#物側'I

いている。底部にはやや太めの高台が付き、高台

にえぐり込みが一カ所ある。底辺から高台内を除

いて、オリーブ黒色の''1薬が掛かっている。

＜線刻文字＞頚部にli3mmほどの深さがある線

で、年号および製作者の名前が記されている。

②線香立

く成形・Iﾉﾘ外面処理＞上面からみると長方形を呈

し、ほぼ'I'間にしきりが付き、二つの方形の区画

に分かれている。底1mは平坦で素地のままであり、

表面の口縁から体部にはオリーブ黒色の袖薬が掛

かっている。

＜線刻文字＞文字は、底面全体を意識して書かれ

ており、箆先を当てて槽書体のような書き込みで

ある。年号と離れた位置にある「カン」は製作者

名を省略したものと推測される。

③水盤一秋IⅡ県指定有形文化財一

く成形・内外面処理＞口がほぼまつすぐに立ち上

がる浅い鉢状の本体があって、それをささえる足

が三本付いている。底而は赤褐色の化粧が施され、

口縁部の外側から内底までは白色の紬薬が掛かっ

ている。

＜線刻文字＞文字は高台の内側全体を意識して書

かれており、行書体で軽妙なタッチにみえる。配

置は右が年号、左が作者名である。

-17-

④水盤

く成形・Iﾉﾘ外面処理＞口がまっすぐ立ち上がる浅

い鉢状の本体があって、体部の底には高台が巡っ

ており、高台の外Mlに本体をささえる足が三足付

いている。口縁は波状を呈しており、休部の表面

は縄をころがしたような細かい凹凸があり、光沢

のある暗赤褐色の化粧が施されている。また、体

部には浅い沈線が三条巡っている。内側には、白
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色の粕薬が掛かっている。

＜線刻文字＞文字は高台の内側全体を意識して書

かれており、行書体で軽妙なタッチにみえる。I肥

置は右が年号、左が作者名である。文字の配置は

③と異なっているが、中央にある高橋多一郎の名

は③と共通しており、ホ窯で作られたものと推測

される。

I

I

高さ9cm
長さ17cm ②

⑤仏花瓶

く成形・内外面処理＞球形の体部に先端が大きく

開く口頚部がのっている。休部と口頚部の高さを

比較すると、口頚部の方が高い。口頚部の下位に

は、左右対称に耳が付いている。底部には糸Illめの

高台が付いている。底辺から高台内には赤褐色の

化粧が施され、口縁から休部上半には青白色から

オリーブ黒色のfIll薬が掛かっている。

＜線刻文字＞体部上位にli2mmほどの深さがある

線で、寄進者した人物名と年代が記されている。
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高さ12cm

口径36aii ④
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3．まとめ

①．'③。⑤の資料は、雲巌寺の所蔵品である。

寺後地区の窯跡から見える位置に立つ雲巌寺は、

中世からの歴史がある名利であり、古くから民衆

の信仰を集めてきている。①・③は、製作者自身

が雲巌寺に奉納したものと考えられる。ところで

⑤には作者ではなく、寄進した人物の名前が記さ

れている、記載された明治三十三年は、白岩焼の

吉重郎窯が操業を終えた年であることや、寄進者

が中仙町の人物であること、中仙町に開かれた栗

沢焼の創業者が雲巌寺の檀家であり、創業者名が

ヱ
ー
可
４
一
一

匡
雁
，
ま

付された線香立が雲巌寺に存在することなどか

ら、⑤は栗沢焼である可能性が否定できない。

②・④は現在個人蔵であるが、②には「白岩寺」

の記述から雲巌寺に奉納されていたものである可

能性がたかい。④は、③とともに水盤であり、共

通する製作者名が記されていることから、製作者

自身による継続的な献納があったことが推測され

る。
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白岩焼と窯業関連の年譜

^00年

1899年自家用酒醸造全面禁止される

1896年陸羽地震おきる

1886年旧中仙町で栗沢焼はじまる

このころ横手市で中山焼はじまる

1868年戊辰の役、盛岡藩角館に侵攻

1858年東栄堂三泉印譜帳に押印あり

1852年前郷地内にハ窯が築かれる
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1840年ころ寺内焼で磁器生産はじまる

1824年秋田市に新藤田瓦座あり

1811年二代目儀三郎『磁器山永暦』著す

1801年旧増田町で焼山焼はじまる

1-8Q0年

1787年ころ秋田市で寺内焼はじまる

1785年渡辺吉五郎が口窯を築く

1782年山手儀三郎がイ窯を築く口
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